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「芝生を活用した緑化」について、平成� 22年度から

有識者による「芝草検討委員会」での検討が重ねられてきましたが、

この度、次のような提言がありました。� 

l - 註文側遣すロジェクトの方針側� l 
.次世代を担う子どもたちに 「環埠教育・環境学習の場の提供」とともに‘「自然とのふれあいの窃」ゃ「スポーツ

の場j、さらに� !景観の形成」などの盟点から、年聞を通じて常に緑である芝生地の創出を推進する

.先すは、公園や学校の芝生緑化を促進するための研究調査と合わせ芝生緑化を促進し、芝生に対する県民

理解の醸成を漂め、理技場、住宅の庭、企業敷地、遊休耕作地、道路法面などへの需要盤大を目指す� J

.芝生がもたらす効果を活かし、県民生活に芝生を取り入れ‘芝生とふれあい、芝生から学び、芝生を大切にする

心を聾い、人が多梯に芝生を利用することを普遍的なものとし“ふじのくに"に芝生文化を創造する向

~芝生を活用した魅力ある“ふじのくに"の形成を目指して~
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方
で
す
。
ニ
l
ル
さ
ん
で
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ビ
ー
を
お

出
身
。

取
材
で
鳥
取
に
お
伺
い
し
た
と
き
の
経
験
。

裸
足
で
芝
生
の
上
に
立
っ
た
こ
と
が
衝
常
的

な
出
来
事
で
す
。
起
具
に
感
じ
る
な
ん
と
も

言
え
ぬ
感
触
り
ニ 

ル
さ
ん
は
子
供
た
ち
ゃ 
税

御
さ
ん
に
裸
足
で
芝
生
の
上
に
す
-
つ
こ
と
を

l

J

牛
の
持
つ
け
比
き
を
川
に
し
て
き
ま
し
た 

芝
生

の
理
解
者
と
し
て
こ
の
柿
物
の
魅
刈
を
お
話

し
て
き
た
わ
け
で
す 

手
間
ひ
ま
掛
か
る
柚

物
で
す
け
れ
ど
、
紙
の
械
監
の
魅
刈
は
、
芝
生

に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
ん 

、

子
供
た
ち
の
身
近
に
之
生
を
と
い
う
機
迎
が

盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
私
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
、
本

当
の
芝
牛
い
の
魅 

を 

外
国
の
方
に
よ
っ
て
、

c

c

f

ーへ'

ー=ョ

晶、耳目

一，

h
c

や
り
に
な
る
際
は
、
火
山
な
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

や
タ
ッ
ク
ル
を
任
我
の
、
仙
配
を
せ
ず
尖
行
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

日
本
と
速
い
、
充
分
な
芝
生
が
身
の
回
り

に
あ
り
、
芝
生
を
身
近
な
戸
外
空
間
と
し
て

時
過
に
使
っ
て
い
る
欧
米
の
生
活
と
の
大
き

な
迎
い
で
す
。

も
う

一
つ
の
経
験
。
私
の
職
場
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
迎
え
た
大
学
生
か
ら
最
近
こ
ん
な

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。 

生
化
の
進
ん
だ
地

方
に
育
ち
、
芝
生
に
遊
ん
だ
快
適
さ
を
、
気
持

ち
よ
か
っ
た
で
す
よ
と
話
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

日
本
で
は
、
芝
生
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を

普
通
に
感
じ
る
に
は
も
、
つ
少
し
時
間
が
掛
か

る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
芝
生
に
育
て
ら
れ
た

お
子
さ
ん
が
親
に
な
れ
ば
、
次
の
世
代
は
よ
り

芝
生
に
親
し
む
も
の
と
考
え
ま
す 

芝
生
の

あ
る
生
活
を
味
わ
っ
た
人
が
多
く
な
れ
ば
、
手

間
を
惜
し
む
が
た
め
芝
生
化
が
進
ま
な
い
こ

と
は
、
少
な
く
な
る
も
の
と
期
待
す
る
話
で
す
。

静
岡
県
に
牙
生
え
始
め
た
県
十
一作
り
に

芝 
ι
ー
を
活
用
す
る
取
り
組
み
が
大
き
な
う

ね
り
と
な
り
、
緑
世
か
な
環
境
の
創
造
に
結

び
つ
く
こ
と
に
期
待
い
た
し
ま
す
ら 

ruy~

k

一
つ
め
の
体
験
。
私
は
機
会
あ
る
た
び
に
芝

味
わ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
方
は
芝
生
を
身
近
に

活
用
す
る
こ
と
を
枯
械
的
に
推
進
し
て
い
る

五
で
、
芝
生
化
の
附
界
で
は
か
な
り
有
名
な

勧
め
、
こ
の

感
触
の
上

で
芝
生
化

の
有
立
を

4

説
い
て
い

ま

す

。
故

郷
で
は
ご

く
作
通
に

芝
生
に
親

し
み
、
ラ
グ
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ー
地
域
の
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

高 liA書園
代松  
表宮

.

c

l

D
D

修
」

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
理
論
と
実
践
の

体
験
が
で
き
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
感
動
し

ま
し
た
�
 徳
原
先
生
の
講
座
で
、
活
動
の
場

を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
て
現
状
の
問
題
点
と
課
題

を
明
確
に
し
、
デ
ン
バ
ー
ク
、
ブ
ル
�
 ボ
ネ
ッ
ト

の
見
学
で
は
、
花
明
づ
く
り
の
基
本
、
�
 
ー

を
指
導
頂
き
現
地
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
松

本
先
生
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
埋
論
で
は
、
更
に
綿

「地
域
の
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
川

女z
空長
ニの
郎会
さ

緑
化
活
動
を
通
し
て
、
地
揖
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
拡
充
を
目
的
に
、

緑
化
技
栴
と
共
に
組
織
運
営
手
法
(
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
も
学
ぶ
「上
級
コ
�
 ス
」
を
初
め
て
開
催
し
、

支
底
(
市
・
町
)
や
団
体
等
か
ら
推
曹
を
得
た
意
欲
溢
れ
る
お
名
の
皆
さ
ん
が
受
講
し
ま
し
た

緑
化
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
、
地
場
住
民
の
参
加
を
促
す
た
め
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い

l
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品
目

叫

rd

肩

書
市
市
街
地
整
備
課

山
下
利
昌
さ
ん

島
田
市
は
一
平
成
口
年
�
 5月
に
旧
金
谷
町
、

平
成
却
年
4
月
に
旧
川
根
町
と

2
度
の
合

併
を
行
い
新
島
田
市
と
な
り
ま
し
た
。
合
併

前
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
北
の
会
と
し
て
活

動
し
て
い
た
た
め
、
合
併
後
も
各
花
の
会
が
一

堂
に
会
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
問
、
グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
よ
り

「
紙
化
ボ
ラ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
は
中
山
講
師
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

話
術
に
よ
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
川
気
の
中

で
、
参
加
者
は
慣
れ
な
い
コ
ン
テ
ナ
を
相
手
に

悪
戦
苦
闘
し
て
、
何
と
か
人
様
に
お
見
せ
で

き
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
頃
の
花
壇
ゴ
く
り
で
特
に
土
づ
く
り
と
肥

H

、
臼々の:色もがら仇問題点ちあげ T 

r-

地
域
緑
均
ホ
一フン
テ
ィ
ア
講
習
会

伊
豆
の
国
市
一緑
化
推
進
事
業

市
内
花
の
会
合
同
緑
化
研
修
会

ガ
l
デニ
ン
ク
教
室
�
 (初
級
・
よ
級
)

花
と
組
幹
の
推
進
ソ
ー
タ
l
養
成
講
座

島
下付

ガ
l
-
7
ン
シ
テ
ィ
み
し
ま
講
演
会

ハ
ン
ギ
ン
ク
バ
ス
ケ
�
 γト
の
制
作

子
作
り
ミ
ニハ
ン
キ
ン
ク
講
習
会

ハン
ギ
ン
グ
ハ
ス
ケ
ッ
ト
の
制
作
・
花
壇
管
理
講
座

サ
ク
ラ
ソ
ウ
を
中
心
と
し
た
春
向
き
の
寄
ぜ
植-
え

花
壇
作
り
の
基
礎
・
花
壇
の
維
持
管
理
方
法

演
閤
「
み
ん
な
で
つ
く
る
ガ
ー
デン
シテ
ィ
i
花
と
縁
で
街
おこ
し」

講
義

「
活
動
の
場
の
景
観
解
析
」

視
察

「井
畑
花
の
道
サ
ー
ク
ル
」
他
活
動
視
察
研
修

講
義

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
編
」
、
意
見
交
換
会
、
修
了
式

平
成
お
年
度
か
ら
、市
・
町
(
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
支
庖
)
が
主
催
、
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
共
催
で
、

「
研
修
会
」
や
「
講
習
会
」
を
開
催
す
る
経
費
(
上
限
叩
万
円
)
を
支
揖
し
て
い
ま
す



亘書
を
す
す
め
、
地
域
の
ま
ち

a

........... 

とク
 
安城市の「井畑花の道サークルJを視察

ーr-*，t.のfAから広がる花の輸・人の和」ー

ン
テ
ィ
ア
研
修
支
援
す
業
」
の
お
話
を
い
た
だ

き
、
斗
込
山
事
業
と
し
て
山
内
の
花
の
会
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
〈

市
の
緑
化
推
進
事
業
費
補
助
金
を
受
け

て
い
る 
6
同
体
の
花
の
会
に
呼
び
か
け
を
行

い、
 

5
凶
体
加
名
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
会
は
ロ
月 

土
)
午
後
よ
り
県

花
咲
く
し
ず
お
か
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
岡
芸
応

3
H
(

山
長
の
巾
山
.
男
氏
を
品
師
に
近
年
流
行

の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
づ
く
り
と
草
花
栽

培
の
コ
ツ
に
つ
い
て
実
技
指
導
と
講
演
を
し
て

判
引
の
い 

が
重
要
で
あ
る
こ
と
の
ア
ド
ハ

J

h
え 

慌
に
現
状
分
析
し
て
将
米
の
あ
る
べ
き
安
を

明
確
化
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
な
で
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
更
に
、
「
井
畑
花
の
道
サ
ー

ク
ル
」
の
活
動
視
察
で
は
、
組
織
づ
く
り
の
基

本
的
活
動
の
実
践
を
研
修
し
て
、
人
・
物
・
金
・

情
報
を
マ
ネ
ジ
す
る
の
は
、
人
で
あ
り
各
組

織
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
各
人
が
性
き
生

き
と
尖
践
し
て
い
る
。
特
に
「
一
粒
の
柿
か
ら

広
が
る
花
の
輪
・
人
の
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

素
晴
ら
し
く
、
会
貝
が
豊
か
な
心
泣
い
で
出

迎
え
応
対
し
て
回
い
た
事
に
深
く
感
銘
し
ま

し
た
。

重
同
、
深
津
、
両
先
生
の
成
功
し
や
例

も
参
考
に
、
政
が
花
と
り
献
の
会
は
、
凶
年
経

イ
ス
が
あ
り
‘
今
後
の
栽
培
管
用
に
た
い
に

役
立
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
、っ
か
。

研
修
会
後
の
感
想
で
は

「
他
の
花
の
会
の
み
な
さ
ん
と
交
流
が
持

て
て
よ
か
っ
た 

3

」

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
，
つ
く
り
を
仲
間
に
教
え
て
広

め
た
い
。」

「
今
同
参
加
で
き
な
か
っ
た
仲
間
に
参
加

さ
せ
て
あ
げ
た
い
の
で
、
今
後
も
完
施
し
て
ほ

し
い
。
」
等
の
声
が
あ
り
、
研
修
会
を
実
施
し

て
よ
か
っ
た
と
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

過
の
未
熟
な
組
織
で
す
が
、
今
同
の
研
修
を

胞
に
新
規
会
員
増
加
(
気
軽
に
花
壇
づ
く
り

に
参
加
)
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
情
報
交
換
等

つ
く
り
に
長
献
で

取り組み、� [O:il"-

今年度も「全国花のまちづくりコンクール」で「優秀賞」


を作た、京IIi'iらしいボランティアI.J'I体です。


現在93t，の会員が、他からの納助金� 1!!1;しで‘500rri

の花壇を信望['してし、ます。


この11は、 「歓迎の� :.f;1;Jで交流会が始まる等、研修'1:.

の UJ迎えからノ〈スの~~.QS り

まで、全此がそれぞれの役� 
f ・~

;ljリ分-1'1[により、気持ちのこも� 

った対応をしてくれました。

研修生にとっては、l.'L'rf( 

な「おもてなしの，c.、」を"1:ん

だ視察でした。

貴、‘ 貝安吟~O\帯主手

き
て
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
組
織
に
高
め
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
会
参
加
者
お
名
と
、
、
」
れ
か
ら
も
情

報
交
換
の
輸
を
広
げ
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

..... ....... ... ............. .. ... ... ... 


色調ヒ上が1¥! 

11月24卜I(木)地域の紘化ボランティアリーダー研修

生は、r--殺の制から).L~ がるイとの í~liÌ .人のt/l J をキャッ
チフレースにì;~IUJしている、愛知 I Y，~安械市の rJI 士111花
の道サークルJの悦祭を行いました。

「花のillサークルJは、不法投'*'や交通事故が多発

していた~~Ú庄川の出防を何とかしようと、イE取づくりに
川の市助で凡事に「婚しの場jに育て、

廊崎金風景

に・司t?'.Jーコバンヲl!cl:fJ~ 



巡
過去にグリーンバンクの 「緑化工事」により植栽された緑化木等の

育成� e管理状況を毎年調査しています。

. -............「
芝
生
の
音
楽

伊
豆
の
国
市
立
大
仁
中
学
校

大
仁
中
学
校
は
、
訂
凶
に
わ
た
り
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
校

舎
の
老
朽
化
が
苦
し
か
っ
た
た
め
、
新
校
舎
に
建
て
か
え
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
辺
年
4
月
よ
り
、
全
く
新
し
い
環
境
で
の
学
校
件
前
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
校
舎
に
は
、 

O
M
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ、
太
陽
熱
を
利
附
し
て
教 

が
で
き
ま
す
。
教
室
の
窓
か
ら
は

正
刷
に
官
十

a

を
仰
ぎ
、
京
附
ら

し
い
扶
観
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す

ス
窓
が
使
用
さ
れ
、
ど
こ
か
ら
も
円
に
優
し
い
緑
の
芝
生
の
巾
庇
が

比
ら
れ
ま
す
。
生
徒
は
、
こ
れ
ら
部
坑
に
毎
日
山
慨
さ
れ
て
い
ま
す
の

中
庭
は
、
体
育
航
と
校 
λ

引
い
で
コ
の
字
型
に
凶
ま
れ
、
約 
1
2
0
0
2m

あ
り
、さ
ら
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
問
ま
れ
た
芝
生
は
約
6
0
0
ぱ
と
な
っ

て
い
ま
す 

3

こ
れ
だ
け
広
い
と
符
理
が

λ
変
で
す
が
、
毎
日
の
清
掃
で
、

生
徒
が
芝
刈
り
機
を
動
か
し
、
草
取
り
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
合
哨
が
盛
ん
で
す
。
秋
め
く
小
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
あ

ち
こ
ち
か
ら
夫
し
い
歌
戸
が
響
き
波
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
中

庭
で
学
級
や
学
年
の
合
唱
練
習
が
行
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
堅
牢
な
校

舎
に
反
響
し
、
ま
る
で
古
来
立
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の
芝
生
の
巾
庭

段
、
生
徒
の
誇
り
の

一
つ
で
す
。

成管理

. 

.............. 

. 

グリーンパンクでは、過去にグリー

ンパンクの緑化工事で植栽した樹木

等の育成状況の調査を、静岡県造園緑

化協会に委託して毎年実施しています。

平成23年度の対象は、施行後5年=�  

3件、同3年=21件、同� 2年=11件の

計35件。� 8月末から9月上旬にかけ、対

象施設に出向き施設管理者立会の上

実施しました。調査は、①樹木等の生

育状況 ②管理状況(除草・消審・濯水・

施肥・斑定)� ③特記事項(日照・加湿・

乾燥・風衝)等について行いました。

なお、猛暑の影響もあって「除草� Jr濯
水Jr糊巴」不足の樹齢t多くありました。

-F
G 向日さ

ら
に
、
廊
下
も
開
放
的
な
ガ
ラ

内
の
快
適
な
出
度
調
蛙
を
わ
う
こ
と

.総合寄価
一 不良� ( 3)

教 L- 一¥やや不良� ( 4)
良好� (13)

頭

守
野
和
弘

さ
ん

普通� (日)一一・� 

... 

............ 

.
. 


............. 


篇6圃肱送付� 2月9日)

ハンギンタバスケットで衡を飾る

下田市花協組会(下回市)

今年発足1，年自を迎え、参加団体数も50団体に
なり、花で下回の中心市街地を活性化しようと活動

し‘365日きれL、なお花を見てもらえるように毎日努
力されているそうです。

篇7圃肢送付月� 278)

ステキな倣歩道を目錯してF
富士市吉永花なかま(富士市)

「人の翰と花いっぱいのまちづくりJを目僚として、
毎日の活勧に励んでLゆ皆さん一 ~tに南にと花t奮の
花の過があり将来的には富士市全体に花で語版し
の小路を作りたい吃大きな夢を教えていただきました

篇8圃肢送(2月17日)� 

E震の花でお出迎え

井田棄の花づくり雄進協踏会(沼海市)

井田地区の民宿の人達で始めた菜の花畑も今年
で初年目昨年の台風の彫・て鋸;害を受付てしま
ったそうてすが、国んぽ対賀分で育てられた菜の花� Ij.
今年もきれいに咲いていました@

町一J""J?I[p'> ~ 



置置
 
これぞまさしく『世界にーった� 1ずの花』
育種の夢を伝える講演会矢津秀成さんをお迎えして、� 

z一一一一 一一一 盛況・感動・納得。

f-Hυt
:
t

l

物
」
を
使
っ
た
教
育
を
行
って
い
ま
す
。
特
に
最

近
は
た
だ
ト
サ
、
え
ら
れ
た
花
を

植
え
育
て
る
の
で
は
な
く
“
自

分
だ
け
の
種
"
“
世
界
に
一つ

だ
け
の
花
"
を
創
り
出
す
『育

を
テ 
1
マ
と
し
た

「
育

刷
寺
下
出
」
の
様
子
が
利
介

般
的
に

」
円

柿
」
は
素
人
に
は
で
き
な
い

と
勝
手
に
思
い
こ
ん
で
い
た

の
で
す
が
、
時
期
さ
え
問
述

-

丈
ら

も
簡
巾
に
で
き
る
と
い
う
お

(注
)
育
園
咽
・
:
生
物
の
も
つ
遺
伝
的
形
貨
を
利
用
し
て
改
良
し
、有
益
なロ
田
植
を
育
成
す
る
こ
と

話
で
し
た
。

L
i
l 

つ
よ

7
1
工、
 

オ
右

さ
れ
ま
し
た
。一

一、
種

じ
っ
く
り
待
つ
の
も
凶
芸
、
次
々
に
で
る
『名
言』

に
符
席
は
納
得
。
味
わ
い
の
あ
る
お
話
を
聞
け

J

矢
滞
さ
ん
は
、
全
国
各
地
で
乙 

供
た
ち
に
「刷

国
制
そして
回
困


『人
は
花
を
育
て
る
』『
花
は
人
を
育
て
る
』

講
演
会
終
了
後
凶
収
し
た
皆
さ
ん
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
矢
深
さ
ん
の
こ
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド

に
多
く
の
人
が
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
植
物
を

育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
物
の
よ川氏
さ
を
知
り
、

植
物
か
ら
多
〈
の
こ
と
を
尚子
ぶ
。
柿
か
ら
育
て、

で

自
分
た
ち
の
卒
業
式
を
飾
る
“

自
分
た
ち
で
作
っ
た
種
か
ら
育
て
た
、

成
さ
ん
の
興
味
深
い
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た 
c

甘

趣
味
の
園
芸
の
講

の
「な
が
の
花
と
紙
を

Kそ
し
て
人
を
育
て
る

学
校
」
で
校
長
と
し
て
活
脱
し
て
い
る
矢
洋
秀

w

師
で
、
現
在
は
長
野
市

N
H 

さ
ん
が
集
ま
り
、

と
総
」
を
愛
す
る

県
内
科
地
か
ら
「花

加
者� 

300 

|名

「クイーンシリーズJ

講
演
会
に
先
立
ち
、
日
頃
‘
ク
リ
ー
ン
パ
ン
ク
事

業
に
、物
心
両
面
で
頁
獄
い
た
だ
い
て
い
る
多
く

の
団
体
の
中
か
ら
、今
回

は
特
に
多
額
の
ご
寄
付

を
寄
せ
ら
れ
た 
4
つ
の

N
P
O

団
体
に
、平
野
理
事
長
か

ら
「
感
謝
状
」
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

柿
田
川
み
ど
り
ま
つ
り

実
行
委
員
会・ 

法

人
グ
ラ
ン
ベ
ル
テ
・
グ
リ

ン
パ
ン
ク
袋
井
支
后
・

沼
津
支
庖

個申'

グリーンバンクが応撮している皆さんの

活動を.多くの人に知ってもらおう!と、

ラジオでの活動報告をお層いしています

出演してくださった皆さんをこ'紹介します

る
講
演
会
を
開
催
す
る
が
が
で
き
ま
し
た
。

篇4回蹟送� (10月31日)

曲磁の書� B"

ならここの里(鍋川市)

キャンプ治・温泉錨訪・テ二スコートを完備した緑の

森に翻まれたキャンピングエリア。施設周辺の竹を

伐採して遊歩道を警備し、益々施設のti力向ょに

力が入る様子です

篇5国政送付� 1酌� 4日)

「花噴くしずおか� 1花いつはいコンクール.優秀貧受賞� l

牧之原市花の会(敏之原市)

会員は小学生から80腹代まで合10人!活動花漬i孟� 

38箇plTlI新しい取り組みとして吉田町花の会と協
力し、篠原総合病院の屋上花潰の重量備を� lユじめ、
作業だけでなく勉強会も開催しているそうです。

ふーヲ� υ--:J ヲ問JCJ



c

ま
た
、
部
活
の
帰
り
か
陪
く
な
っ
た

道
を 
1
人
で
走
る
中
学
生
を
目
に
し

ま
す
。
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ
た
竹
蔽
が

地区j

広袖IC

を影 相 コ〈白
主要道路や観光施設等の公共的な場所に接する人工林や竹林を、

広葉樹に転換する緑化工事を助成していますP

「心に妓§
森林組合おおいがわ

上山勝吾さん (藤被市)

藤
枝
市
の
北
部
に
位
置
す
る
瀬
戸

谷
地
区
、
山
聞
を
流
れ
る
瀬
戸
川
、そ

の
流
れ
に
沿
っ
て
限
ら
れ
た
土
地
を
い

っ
ぱ
い
に
利
用
し
て
作
ら
れ
た
水
間
が

続
き
ま
す
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
若
葉
色
か

ら
だ
ん
だ
ん
深
い
緑
と
な
り
、
そ
し
て

黄
金
色
に
同
聞
の
山
々
は
新
緑
か
ら

紅
葉
へ
と
四
季
折
々
に
去
情
を
変
、
ぇ
、

見
る
人
の
口
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
竹
が

斐
延
し
竹
山
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

山
裾
を
通
る
県
道
の
脇
の
通
学
路

は
、
雨
が
降
る
た
び
垂
れ
下
が
り
、
通

行
の
邪
魔
に
な
り
ま
す
。
自
転
車
が

急
に
車
道
に
出
て
き
て
、
は
っ
と
す
る

事
が
何
回
か
あ
り
ま
す
。

寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す

そ
ん
な

時
、
源
泉
の
試
摘
の
話
が
持
ち
上
が

り
、
そ
の
結
果
、
平
成
口
年

7
月
に

瀬
戸
谷
温
泉

「
ゆ
ら
く
」
が
完
成 
L

ま
し
た 
c

当
初
、
年
同
の
米
容
数
を 
6
万 

5
0
0
0
人
と
目
標
を
丘
て
ま
し
た

が
、
い
ざ
錐
を
開
け
て
み
る
と
、
そ
れ

を
遥
か
に
凌
ぐ
却
万
人
が
来
所
し
、

そ
の
後
も
勾
力
人
の
米
場
者
が
定
着

し
、
概
に 
1
7
0
万
人
が
訪
れ
ま
し

た
。常

業
日
に
は
人
で
活
気
に
満
ち
溢

れ
て
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
食
材

も
地
場
産
に
こ
だ
わ
り
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
敷
地
の
一角
に
地
場
産
品
の

販
売
所
を
設
け
た
と
こ
ろ
好
評
で
、

日
軒
だ
っ
た
契
約
農
家
も
叩
軒
と
捕

え
、
地
域
に
活
力
を
与
え
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
人
の
往
来
も
増
え
洞

泉
そ
の
も
の
は
賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

閉

す
ぐ
横
に
目
を
や
れ
ば
饗
蒼
と
し
た

到

竹
薮
が
迫
り
、
温
泉
施
設
の
景
観
を 

E
損
ね
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
事
業
で 

2
年
に
巨
り
竹
林
の
伐
採
と
、
広
葉

樹
の
植
栽
を
行
、
つ
こ
と
が
で
き
、
竹
を

除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刷
聞
は
蹄

く
ほ
ど
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
木
々
が
育
っ
て
春
に
は
桜
の

花
が
咲
き
乱
れ
、
秋
に
は
紅
葉
が
山

を
彩
る 
c

そ
ん
な
様
子
を
想
像
す
れ

ば
米
て
く
れ
る
人
の
心
に
残
る
温
泉

と
な
る
で
し
ょ
う 

みどりをみん尤
 
(株)東興様(本社島田市)より、ペッ トボトル

(ミネラルウォーター)の販売代金の一部を「緑化

協力金Jとしてグリーンパンクへ寄付する協賛商
品の取扱いをしていただいています。

緑化ボランティア活動を応媛してくれる[静岡

県の天然水Jを是非ご利用下さい。
詳細は下記にご連絡下さい。

(株)東興「静岡県の天然水」販売係
回0547・38・1911 国 0547・38・0294
「ー

宙開 列ーコW/.7ur:>1t.

の手で 
‘-

静岡県の天然水-県立大学・県庁売居・県立総合病院・静岡市役所・県立こども病院

静岡日赤病院・市立静岡病院磐田市立総合病院・沼津市立病院
焼津市立総合病院・川根温泉・袋井市役所-膝根市立総合病院他



-
-

県
立
中
央
図

m

8
1
叩
�
 の
間
隔
が
必
要
で
あ
り、
植
え
る
本
数

孟
坦
つ
こ
と
安
一
¥

に
取
り
組
む

こ

と
か
必
要
と
話

さ
れ
ま
し
た。

t
引
き
せ
て
い
た
だ
き
、

グ
リ
ー
ン
パ
ン
ク
�
 
C

1
月
氾
日
(
金

し
む
』
に

平
成
お
年
度
春
の
定
期
配
布」を

，
ク
リ
ー
ン
パ
ン
ク
支
庖
へ

従
来
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
の

ほ
か
、
一
河
津
桜
」
を
初
め
て
取
リ
扱
い
ま
し
た
。

河
津
絞
は
発
穿
時
期
が
早
い
た
め
、
配
布
希
望
の
�
 

1
7
7
団
体

(
1
4
3
0
本
)
ん
は
|
問
中
旬
に

産
地
河
津
町
か
ら
直
送
し
、
河
湾
彼
似
外
の
桜
は
、

配
布
希
望
の

3
0
0
団
体

(
3
1
1
0
本
-
へ
前

年
同
僚
2
月
下
旬
に

竹
炭
と
共
に
発
送
し

ま
し
た
。

同
偲
栽
時
に
は
一.
回

木
と
共
に
配
布
の
「
桜

の
植
裁
に
つ

い
て
�
 
-

の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

樹
名
板
の
配
布

き
っ
カ
け
に

浜
松
市
立
備
山
小
学
校

総
合
学
習
で
校
内
の
樹
木
に
つ

い
て
学
ぶ
た

め
、
支
庖
を
通
し
て
樹
名
被
提
供
の
希
望
が
あ
り
、

配
布
し
ま
し
た
。
木
人
「
名
札
」
が
あ
る
事
で
児
童

だ
け
で
な
く
総
員
も
学
ぶ
事
が
で
き
、
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
報
告
が
あ
リ
ま
し
た
。

e

舘
(
静
岡
市
躍
河
区
)

静
岡
県
さ
く
ら
の
会
と
�
 
ク
リ
ー
ン
パ
ン
ク
は、

樹
木
医
の
田
中
秀
間
氏
(日
本
花
の
会
)
を
招
き
、

桜
の
植
え
方
と
育
て
方
な
ど
「
鮫
の
名
所
コ
く
り
」

の
講
習
会
を
聞
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
植
栽
場
所
の
地
形
や
面
積
、
景
観

を
踏
ま
え
て
、
花
の
「ボ
リ
ュ
ー
ム
で
魅
せ
た
い

の
か
、
花
の

一
期
間
」
で
魅
せ
た
い
の
か
、
権
誠
一
剛

に
一
目
的
」
を
問
慌
に
す
る
必
要
性
を
強
調
。
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
さ
れ
た。

ま
た
、
伎
は
日
向
を
好
み
日
陰
に
な
ら
な
い
倒

閣
が
大
切
で
、

見
応
え
の
あ
る
桜
に
育
て
る
に
は
�
 

楽
し
み
な
が
ら

育
て
る
こ
と
に

重
点
を
置
く
べ

き
と
力
説
さ
れ

ま
し
た
。

一
方
一
桜
切

る
馬
鹿
」
の
諺
に

過
剰
反
応
せ
ず
、

樹
形
を
整
え
る

毘
定
は
、
若
木
の

段
階
で
積
極
的

色
。
ロ
年
同
好
き
な
れ
い
事
を
�
 

番
組
名

あ
さ
ひ
テ

毎
週
木
時
間
臼

で
放
送
中
ー
�
 f 高川警官 16 

跨

特
分

1
げ
時
日
分
の
問

リ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
，

培

グ

リ
ー
ン
パ
ン
ク
が

に
益
々
ご
党
以
さ
れ
ま
す
よ
う

鼠

念

願

い

た

し

ま

す

。
�
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特

選

第
六
同

「
花
と
'
紋
の
俳
句
大
会
」
の
選
を
通
じ
、
辺
助
の
山
ん
な
る
広
が
り

す
す
き
の
穂
風
ふ
く
た
び
に
金
の
海

前宮
田
市
立
田
原
小
学
校 
4
年

す
す
き
の
秘
」
は
、
風
に
な
び
く
と

「金
の
泌
」
或
い
は

「
銀
の
海
」
と
な

り
、 -
た
と
え
よ
う
も
な
い
美
し
い
以
色
に
な
り
ま
す
ね

真
佑
香

東

選
者

良

子

(
俳
人
協
会
静
岡
県
支
部
常
任
手

を
は
い
じ
、
特
に
川
従
た
ち
の
作
品
の
レ
ベ
ル
が
い
け
川
く
な
っ
た
こ
と
に
、
感
銘
を

受
け
ま
し
た
光
牛
々
の
こ
指
導
の
版
物
と
は
い
じ
ま
し
た
、完
成
伎
の
しり川
い

作
品
が
日
学
年
の
作
徒
の
小
に
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
ムハト円
以
を
特
選
に
山
米

ま
せ
ん
し
、
入
選
、
佳
作
に
人
ら
な
か
っ
た
作
品
で
も
、
ま
だ
ま
だ
良
い
作
品

が
あ
っ
た
市
中
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
米
年
、
市
ん
に
良
い
作
品
が
生
ま
れ
る
こ

と
と
来
し
み
で
す 
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H

藤

悠

ひ
が
ん
花
せ
す
じ
を
ぴ
ん
と
の
ば
し
て
る

袋
井
市
立
袋
井
東
小
学
松 
4
年

「ひ
が
ん 
化
」
は
、
秋
の
お
彼
川
仰
の
頃
に
な
る
と
川
川
の
あ
ぜ
道
や
上
手
な

ど
に
、い
っ
せ
い
に
咲
き
ま
す
ね
、
山
パ
つ
赤
な
花
が
、
山
ハ
山
な
天
に
向
か
って
、
ま

っ
す
ぐ
に
汗
の
び
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね

一
せ
す
じ
を
ぴ
ん
と
の
ば
し
て
」

本
中 

に
安
勢
が
良
い
化
で
す
ね
作
者
も
き
っ
と
安
勢
が
良
く
て
、
先
生
に

ほ
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
ひ
が
ん
化
の
後
姿
に
川 

し

て、
糸めわ
・れ
に
詠
っ
た
の
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す 

牛
が
鳴
く
富
士
の
ふ
も
と
の
霧
の
中

県
立
浜
松
西
一一品等学
松
中
等
部
1
年

今

泉

混

「んい川
上
の
ふ
も
と
の
必
の
小
」
は
、
何
と
も
魅
均
的
な
措
併
で
す
ね
。
日
ー


山
の
ふ
も
と
の
朝
政
山
以
辺
り
で
し
ょ
う
か
。
紙
野
を
縦
い
つ
く
し
て
い
る
制


溺
の
中
か
ら
、
放
牧
の
小
の
嶋
き
戸
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
す
ね
。
広
今
と
し


叶
ゆ

た
州
貯
の
、
山
円
や
か
な
似
の
以
色
が
、
的
俳
し
ま
す 

や
が
て
み
が
列
れ
波

り
、
川
処
此
処
の
小
述
の
姿
も
比
え
て
く
る
の
で
し
ょ
う
，
雌
ト
へ
な
円
然
が

引
か
れ
た
作
旬
で
す

、

と
こ
ろ
で
、
数
本
の
す
す
き
で
は
な
く
、
-
耐
の
す
す
き
似
の
依
，

け
ん
え
る
よ
う
で
す
。
和
恨
の
仙
治
似
の
タ 

の
す
す
き
似
な
ど
、ま
さ
に
「
金

の
治
」
で
す
ね
す
す
き
の
秘
と
風
と
タ 

H

併
と
な
って
上
方
に
成
長
す
る
も
の
。
こ
の
と
き
長
七
を
持
ち
上
げ
て
き
ま

す
，、

上
の
表
出
に
氷
の
柱
が 

杯
立
ち
ま
す
と
、
踏
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

ね
れ「
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
告
が
な
る
」
の
は
、
よ
ほ
と
杯
の
位
を
踏
ん
だ
の
で
す

ね
じ
実
感
が
よ
く
で
て
い
ま
す 

川
刷
聞
の
上
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か 

と
て
も
来

し
く
て
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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空
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も
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も
く
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ご
い
て
る

指
ー
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中
小
さ
な
花
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創
出
し
た

浜
松
市
立
和
田
東
小
学
校

さ
く
ら
さ
き
あ
た
た
か
い
風
ふ
い
て
い
る

さ
く
ら
ん
ほ
ま
つ
赤
な
ふ
た
ご
か
わ
い
い
な

菊
川
市
立
堀
之
内
小
学
校

お
月
見
の
お
だ
ん
ご
づ
く
り
た
の
し
い
な

赤
と
ん
ぽ
ゆ
び
に
と
ま
っ
て
と
ん
で
っ
た

袋
井
市
立
袋
井
東
小
学
校

も
み
じ
の
葉
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
ま
い
お
り
る 

4
年

鱗
岡
市
立
玉
川
小
学
校

ひ
ま
わ
り
は
地
上
の
太
陽

笑

顔

さ

く

し
も
ば
し
ら
ふ
む
と
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
音
が
な
る

「入
選
」

勝
岡
市
立
清
水
宍
原
小
学
校

「
お
れ 

富
士
宮
市
立
富
士
被
北
小
学
校
禁
倉
分
校 
3
年

三

浦

恵

里

香

は
上
中
の
水
分
が
地
表
に
し
み
山
て
き
て
凍
結
し
、
制
い
柱
状

の
織
り
成
す
絵
の
よ
う
で
す
ね
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冗
気
は
ね
花
と
み
ど
り
に
も
ら
っ
て
る

掛
川
市
立
東
中
学
校

死
ぬ
も
ん
か
刷
志
い
だ
き
て
飛
ぶ
蚊
か
な

さ
み
し
さ
や
空
見
上
げ
れ
ば
散
る
桜

夕
日
さ
し
蛸
蛤
と
び
か
う
川
辺
か
な

花

吹
雪
不
立
に
流
れ
る
涙
か
な

新
風
を
引
き
連
れ
来
た
る
つ
ば
め
か
な

庭
の
隅
ひ
と
り
落
ち
ゆ
く
火
、
梓

県
立
浜
松
西
高
等
学
校
中
等
部


底
冷
え
の
朝
を
彩
る
竹
川
上
の
雲


初
夏
の
森
市
ん
だ
空
気
に
澄
む
心


奈
良
の
鹿
紅
葉
踏
み
わ
け
お
じ
ぎ
す
る


蛇
蝉
の
鳴
き
し
刊
さ 
え
も
京
の
華


富
士
宮
市
立

士
宮
第
二
中
学
校


手
紙
来
る
色
と
り
ど
り
の
紅
葉
よ
り


併
岡
市
立
末
広
中
学
校

響
か
せ
ろ
大
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ラ
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水
仙
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b

伊
東
南
立
西
小
学
校

よ
し
行
く
ぞ
桜
雑
い
散
る
第
一歩

静
岡
市
立
西
奈
小
学
校

だ
い
こ
ん
を
、
う
さ
ぎ
と
ほ
く
で
、
わ
け
あ
う
よ 
2
年

花
畑
木
ぎ
も
ゆ
れ
あ
、
つ
お
か
の
土

磐
田
市
立
田
原
小
学
校

あ
さ
つ
ゆ
と
朝 

を
あ
び
て
花
ま
ん
か
い

袋
井
市
立
高
商
小
学
校

す
す
き
が
ね
つ
き
の
あ
か
り
に
ゆ
れ
て
い
る

H

静
岡
甫
立
長
田
南
小
学
校

的
岡
市
立
清
水
吉
岡
部
小
学
校
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椛
ん
だ
秋
ぷ
の
ド
、
ゆ

っ
た
り
と
お
お

妊
制
服
を
ぷ
て
、位
以
�
 
少
い
て
い
る
妊
婦
の
そ
の
服
の
何
に
は
、
�
 

J
T
t

特

選

ら
か
に
、
秋
小
平
の
小
を
少
い
て
い
る

、そ
の
火
付
は
川
る
く
、
法
し
く
、
宇
せ
な

笑
み
に
満
ち
て
い
る
�
 
ο
作
品
れ
の
お
被
さ
ん
か
、
点
い
は
お
嫁
き
ん
で
あ
ろ
う
か
。

赤
の
ま
ま
母
と
触
れ
ゐ
る
点
字
句
碑	

佐
山
な
嬰
児
に
必
ま
れ
る
�
 も
泣
く
な
い
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の
ま
ま
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-
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デ
科
の
一
年
市
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の
別
名
刺
状
を
し
た
亦
い
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ま
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ご
と
遊
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に
す
る
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散
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の
果
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化
を
亦
似
に
な
ぞ
ら
え
、
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山
一
ハ
f
旬
刊
」
と
は
、
品
川
県
藤
枝
市
阿
部
川
の

「
ド
ド
川
内
の
�
 

静
岡
市
際
河
区

積

地

」
に
あ
る

「
付

組

化

川

旬

刊

」
に
泌
い
な
い
�
 山
川
さ
六
什
へ
の
山
然
引
に
は

却
『
榔
の
け

c

夫
、
以
刺
円
待
ち
わ
び
紅
を
さ
す

月
見
ル
中
止
る
メ
ロ
ス
の
後
を
追
ひ

殊
更
に
い
と
お
し
き
と
も
巡
り
化

浜
松
市
東
区

ね
ぎ
を
切
る
丘
が
今
年
を
刻
ん
で
く

富
喜
館
串
校
小
林

覚
む
八
�
 八
夜
か
な

ば
似
を
然
じ
判
げ
な
い
作
品
で
あ
る

蛇
筋
立
、
校
歌
丈
学
館
日
、
紫
綬
袋
立
を
受
訂
さ
れ
た
〉
�
 

た
故
郷
の
人
キ
に
よ
り
、
平
成
�
 年
日
月
、
化
，
�
 氏
が
夢
に
け
ん
た
虫
に
旬
仰

く
、
化
石引
氏
は
本
年
、
い
川
ー
が
を
迎
え
ら
れ
る
�
 ト
悩
旬
、
μ

旬
仰
を
訪
れ
、

l

H

H
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化
石

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
化
行
氏
の
抗
泌
を
思
え

同
級
に
し
て
ハ
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セ
ン
州
を
発
病
、
雌
'郷
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川
崎
歳
で
令
官
日
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州
ゆ
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に
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以
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む
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と
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叶
わ
な
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立
西
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浜
松
西
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学
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中
等
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か
っ
た
ぷ
叩
の
怖
さ
を
つ
ぶ
い
続
け
て
一
魂
の
俳
人
」
と
呼
ば
れ
、
俳
人
協
会
社
、

の
十
ハ
什
ふ
仕
を
知
っ

「佳
作

が
住
江
さ
れ
た
の
で
あ
る
ο
化
工
引
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支
え
続
け
ら
れ
た
こ
ほ
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は
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に
亡
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。
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仙
わ
せ
る
季
刊
川
「亦
の
ま
ま
」
の
斡
旋
が
け
ん
引
�
 

山氏八ム� 
川(山

第
九
ハ
川
�
 1
化
と
�
 
UM
の
俳
句
大
会
」	

に
は
、
�
 7
歳
か
ら
制
作
成
ま
で
の
多
く
の

H

H

n

シ
ク
ラ
メ
ン
窓
に
星
呼
ぶ
ひ
と
り
の
夜

湖

西

市

蓑

浦

と

な

み

(

引

)

」
は
サ
ク
ラ
ソ
ウ
利
の
多
年
中
台
蝶
山
市
を
し
た
防
火
の
よ
う

叩
ザ
ゴ
�
 

な
い
大
し
い
化
を
つ
け
る
の
で
、
別
名

「
前'

A
F
h

火
化
」
と
も
昼
間

eh

山
本
比
一
巾
工
小
�
 2)

他
校
さ
な
f
(小
2
甲

山
瓦
間
「
川
�
 

「
シ
ク
ラ
メ
‘
�
 
J

山
川
即
�
 

背
依
か
ら
、

2
8
5
3
旬

(-般 
1
6
4
旬
、
小
中
学
午

2
6
8
9
旬
)の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、

特
に
、
全
校
生
徒
参
加
の
学
校
も
多
く
、
俳
句
教
育
に
取
組
む
先
生
々
の

熱
立
を
強
く
感
じ
ま
し
た
一

化
や
紙
は
、
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
を
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え
て
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ま
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。
こ
れ
か
ら
も
化
と

総
の
俳
句
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
卜
さ
い
。

山広� 

勺
旧
い
た
京
良
子
先
生
に
は
、
お
忙
し
い
中
厳
正
な
選
考
と
素
叫
ら
し

い
選
評
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
臼
一即
く
御
礼
中
し
仁
げ
ま
す
。
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小
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民
(小
2
)
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瓦
(小
2
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似
庄
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地
中
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i
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富
士
宮
市
立
宮
士
宮
第
二
中
学
校

久
辿
山
中川
制時� 
{小
�
 )

仇山崎

布
め
(
小
�
 
2
)
減、治� 

(小
2
}

浪
治
作
太
郎
�
 
(小
2
)

河
津
町
立
河
湾
中
学
校

似
川

氏
帆
(小
3
)

山
川
'
川
人
{小
1
3
)

州
民
心
め
一

藤
枝
明
誠
中
学
校

牧
町
�
 

心
(小
2
}

前
川
歩
ぷ
実
(
小
�
 2)

掛
川
市
立
束
中
学
校

川山政� 
k
h

前市(
小
3
)
亦

桝

ぷ

γ
(中
3
}

富
士
宮
市
立
宮
士
宮
第
一
中
学
校

川川什仲

絞
芥
(
小
�
 
3
)

締
岡
市
立
城
内
中
学
校

沿
川
町

元
米
は
3
1
4月
の
化
で
あ
る
が
、
刻
化
で
は
鉢
物
が
多
く
、
冬
か
ら

新
作
川
の
化
と
し
て
以
も
愛
で
ら
れ
て
い
る
。
約
者
は
別
収
。
別
性
か
、
そ
れ

-V体
{小
2
)

川打開� 

山
1
1
}

令
折

山
ん弘

γ
L
A

，(小
3
)

と
も
火
刊
か
定
か
で
な
い
が
、
ん
�
 

J

符
は

「ひ
と
り
の
佼
」
�
 
リ
ビ
ン
グ
に
は
峻
切

c

の
鉢
が
、
亦
、
向
、
釧
色
と
、
華
や

イl 

1 
国1・
'1

「
花
と
緑
の
俳
句
大
会
」
は
次
回
か
ら

hi 

H
H
 

c
が
利
き
、
窓
辺
に
飾
ら
れ
た

「
シ
ク
ラ
メ
ン
�
 

L

か
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
も
近
い
似
の
枚
、
窓
辺
に
足
が
降
る
よ
う

だ

川州
ち
足
り
た
夕
、
べ
の
ひ
と
と
き
、
片
干
に
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
、
卓
上
に
は
旬

佐
�
 催時
叫
に

「
ひ
と
り
の
夜
」
を
楽
し
ん
で
い
る
品
川
者
�
 
ο

草
の
実
や
だ
ぶ
だ
ぶ
歩
む
妊
婦
服

青
木
昭
(
引
)

野
山
の
雑
小
は
、
晩
秋
の
頃
に
尖
を
つ
け
る
も
の
が
多
い
料
℃
を
も
っ
て

ヤ
小
を
飛
ぶ
も
の
、
川政
瓜
、
イ
ノ
コ
ズ
チ
の
よ
う
に
、
人
川
や
刷
物
に
付
利
し

て
磁
を
撒
き
倣
ら
す
も
の
等
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
似
旬
、
た
っ
ぷ
り
と
し
た

弘山� (
U

 
j
-
1
1

W

l
A
j

l

吋
�
 

川
M
h
パ川� 

ワ
�
 

(

山
中

3
)
 J

 

4
-

開
催
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
す
!

集
期
間
�
 5
月
下
旬
1
7月
末
〈
予
定
)
】

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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一
川
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川
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ゴ ル フア一緑化協力金  [支部ことに50音順1.下記コルフ場に御協力いただいています。

ゴルフアー緑化協力金は、ゴルフアーの皆様に環境緑化のために御協力をいただいているものです。 

1回プレーするごとに 50円をグリーンパンクにご寄付をお願いしています。

平成23年度のゴルフア一緑化協力金は  1億8千万円の見込で、春・秋の花種・球根・緑化木の配布や、

学校・公園・道路福祉施設などの緑化に大きな役割を果たしています。

浜名湖カントリークラブ ファイブハンドレッドクラブ 富士高原ゴルフコース かんなみスブりングスカントリークラブ

浜松カントリークラブ ~!寂カントリークラブ 富士国際ゴルフ倶楽部 グランプイールズカントリークラブ

浜松シーサイドゴルフクラブ 富士工ースゴルフ倶楽部 富士御殿場ゴルフ倶楽部 ゴールド川|奈力ントリークラブ

藤枝ゴルフクラブ 富士チサン力ントリークラブ 富士平原ゴルフクラブ サザ、ンクロスカントリークラブ

ホロンコルフ倶楽部 富士宮ゴルフクラブ 富士ヘルスカントリークラブ 下回力ジトリークラブ

ミオス菊川力ントリークラブ 塞士見ヶE力ントリー倶楽部 ベルビ、ユ一長尾ゴルフ倶楽部 修善寺力ント1)ークラブ

=木の里力ントリークラブ =島ゴルフ倶楽部 新・天城につかっゴルフ倶楽部

レイク浜松力ントリークラブ 南富士カントリークラブ 大熱海国際ゴルフクラブ

リバー富士カントリークラブ 中伊豆グリーンクラブ

西熱海ゴルフコース

富士箱根力ントリークラブ

三島カジトリークラブ

湯ヶ島ゴルフ倶楽部&ホテル董苑

-・・・圃・・・・量車量E-・・・覇軍曹司・・・・・E-・・・・ 
いなさゴルフ倶楽部浜松コース朝霧力ントリ クラブ 足柄森林力ントリー倶楽部

JUs}ta彊・・・・
卦川グリーンヒル力ントリ クラブ朝霧ジャンボリ ゴル7クラブ 篭坂ゴルフクラブ

葛城ゴルフ倶楽部 愛膚シックスハンドレッドクラブギャツピイゴルフクラブ

菊川力ントリ クラブ 小田急西富士ゴルフ倶楽部 御殿場ゴルフ倶楽部

グランデイ浜名湖ゴルフクラブ ゴルフパーク・パツデイ 太平洋クラブ御殿場ウエス卜

相良力ントリー倶楽部 ザナショナルカントリー倶楽部 太平洋クラブ御殿場コ ス

ザ-フォレストカントリークラブ 十里木カントリークラブ 太陽力ジトリークラブ

静岡力ントリー島田ゴルフコ ス新沼津力ントリークラブ 東名富士カントリークラブ

静岡力ントリー浜岡コース 裾野力ンツリー倶楽部 自動御殿場コース

静岡力ントリー袋井コース 大重富士ゴルフクラブ 東富士力ントリークラブ

静岡よみうりカントリークラブ 東名力ントリークラブ 富士小山ゴルフクラブ

豊岡国際力ントリークラブ 沼津国際力ントリークラブ 富士力ントリークラブ

日本平ゴルフクラブ 沼j章ゴルフクラブ 富士グリーンヒルゴルフコース

-・・・E歪E週・・・・E
芦の湖力ントリ クラブ

熱海ゴルフ倶楽部

天城高原ゴルフコース

伊豆大仁力ン卜リ クラブ

伊豆国際カントリークラブ

伊豆ゴルフ倶楽部

伊豆下回力ントリークラブ

伊豆ス力イラインカントリー倶楽部

伊豆にらやま力ントυ クラブ

伊東力ントリークラブ

稲取ゴルフクラブ

川奈ホテルゴルフコ ス

函南ゴルフ倶楽部
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輩
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号
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日
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一_.t'0PO;主ムグランベJレテ
永野節子ボ立二江lレア三と八一二三ー
コ亙包旦i，~(PLばデマ安γ一一

サンクデザインオフィス
劃 1 1 花の会~t:J東主量←ー

みどりまつり実行委員歪i白日7一弔� Il
一盟巨豊 中j雪量主� ÷ 

三島みどりまつり実行委員会

二亙E窒亙亙主之む乙� 
NPO法人伊東里山クラブ

一一25必品lιんム;んクラブ
西町区緑化部会

一園芸逼此ボ3ぶT'L乙立E皇室直斗一一
アクト遇I):{古ぐらぷ

一τ7フ7fi'-l¥ぢ百一
二五/:; ~7V.昌生証一 
--ItJ:i，OJ森豆i. __重q)'fr_
太田川 I是桜・伎をを ~%

一王山町一一
一一一宮町一一一一山


P
E
L
f

豆{男弄翠杢一割プナ
合;重司再至福議会� 

-~畠丘湿!!l全一ーーーー
NPO;去人とうセんσ:会� 

-T在)静閣東福花雇歪官至
出川花の会� 

沼毘!n5:乙r.:i.J?..φ全あ五三l:.

10/29首ij察すしJイ可::;H士ヨT事歪福 一一附ーームl!
大石 千産量子

主主ー盟
若井 明 暗有海市

粂 田 雅 史 物之原市� 

-R本一淳子 磁波市

寺田 伊勢男 竜豊田市� 

-E京一言茨面一一面市
田所 長佐子 静岡市清水区� 

-~塵一重車乏一 理盟市喧主E
藤野度 静岡市菟区

斉藤勝江 志土市

稲村 好則 静岡市清水区

稲田忍 三島市

山本 泰子 静岡市美区

伊熊鷹至 渓松市中区

静岡県笹本部

経盆管砲血1

按財務事務F庁


磐田期望号甚芭一

豊撞宜監珪

勲;毎財務事務所


くちしiIIll!¥li

東部県民生活セシタ一
環満荷生科学研究所

健也福祉部� 

SI鍵蹟福祉trンター
西部食肉衛生様査童
福祉こども局 出圏内聞

型特海値E臣福祉とンター 出納審査際観睦会

磐田学置 帯、再長個室J

医疲値観局疾病制随E 福車l

「 貿助会員(個人)ご加入のお願い� 1 
グリージパンクの緑化活動・事業趣旨に御賛同、御協力くださる

個人の皆様仁賛助会員へのご加入をお願い致します。


一一向一一町一一
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吉
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一一一時『
一時
三
一
一
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主
君
事
官著書 一一 一町
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著
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宙明則一羽田開

一
主
主
主
主
宰
喜
一一

一一
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問

謹

一

一

一

一


[年会費]1口千円(2口以上) 特典
こ加入の手続きはグ1)ーシパンク事務局� 
TEL054-254-1975までご連絡くを芭いe グリーンパンクたより

圃折り返し加入申込容を送弓ぜてい7こだきますO オリジナルカレン~-
E入金はいつでも受付けていぎす。 花橿.J;ま視なと・2年目以降|ま、毎年10月1 ¥ζ事務局1J5の


「グリーンパンクだより」送付lご合わせ払込みをご依頼しま"lfa


宇4



静岡市践河区

(株)建通祈聞社静岡町上

(株)西野造園

(株)静岡新聞租 

(株)落合造園

城南静岡高等学校

芸福祉ボランデイア「花倶楽部 J

(有)力クタ

小さ主主親切運動静岡県本部

(株)杉山造薗

新筒製材(株)

望月燃料(株)

(有)丸福造園土木

アオキトランス(株)

i原平造園建設(株)

雄香劃

(株)岳陽クリ -y

葵開発(株)

ケアガーデシボランテイアの会

(株)オアシス

(有)追分遅霊園

(社栂きっき魯祉会ぎつぎフレンドハウスえん

静岡塗装(株)

田市 

(株)町組

(株)東興

(株)アーク東海 

(株)東海フォレスト

焼津市

(株)丸 )11
 

加奇襲造園(株)

良知樹園(株)

(有)富士昌造 E

(有)杉村造国

(株)橋本組

(株)静岡グリーンサービス

原因造園(株)

(抹)東趨

(株)二ツセー

(社纏〉嬰育会

(社福)1.尭津福祉会

(株)中部緑化建設

NPOA入部 くしずおかフラワーネットワーク会議

遜1童市

(株)山田組

紅林道園

一
(有)大井園

感枝市

(有)大石造園

事E樹園

(有)太陽造園

(宇土福)ひよこ福祉会 ひよこ保育園

志太フラワ

崎市白河復}

(株)雄樹園

御前筒荏運(株) 

(株)増田組

枚之原市

(株)木村組

吉田町

大石建設(株)

カネ正建設(株)

(有)岩本造置 

(有)松浦造園 

)11根本町

~野山グラウン卜ごゴルフ愛好会

鍾田市

(有)稿短造圏

平野建設(株) 

(社)県立磐田北高校 教育巌興会

(株)浮月圃

(株)庭仁

東海開発観光(株)

(株)槌官] 

(有)永井造園

(有)昭花園

(株)アキヤマ 

(有)大東町 

(有)松島国

(有)東海ガデン

(有)カネコ砂利

(株)遠州、|米穀

1卦川市
一
田績造園建設(株)

(社福)ねむの木福祉会 

(株)桔梗庭苑 

(株)三宝E

(株)松下組 

(有)小津造園

(社福)大東福祉会 

岡田建設(株) 

!卦川土建(株)

(株)藤本組

盆原建設(株)

(株)梅林組 

(株)大浜中村組

(有)立林造園

掛川市

(株)マンリュウ

袋井市 

(株))¥ケ代造盟

(株)片桐造園建設

(株)永井組

丸明建設(株)

(有)山本遊園

塚本建設(株)

トヨタ緑産(株) 

(株)遠州工務庖

(社福〉三宝会

川市

(株)落合総 

1)県立小笠高校後援会

町軍事

(社福)ときわ会 ときわ保育園

正光建設(株) 

(ネ 

(有)松月園

浜松市中区

本田技研工業(株)浜松製作所

みどり圏(株)

(株)庭明

(名)中村社団

天方産業(株)

須山建設(株)

(株)江崎穫百罰

(株)庭勘

(有)太陽造園土木 

(椋)Iンデー

(財)浜松まちづく り公社

巳筆(株) 

(株)中村組

共栄建設(株)

山平建設(株)

(株)泉組

川島建設(資)

県主浜松械北工費業高絞 後援会

商工組合中央金庫浜松支庖

(株)木伏電気工業所

稽禅寺町健全環境会

浜松市~区

天寵造霞建設(株)

浜松生コン(株)

浜松市東区 

(株)大瀬造盟

(株)前島電気工業 J土

赤塩産業(株) 

(社福))¥生会情養ホームー空軍

(社福)七恵会

(社福)松渓会市野与進保育園

浜松市西区

大協造園緑化(株)

藤野建設(株)

ナイセイ緑地(株) 

(社福)和光会 稲光保育薗

浜松市南区

市川造園(株)

(株)林工組

(株)水野組 

(社福)還浜会

浜松市北区

大村造園建設(株)

(株)イシダグリーン 

(社福)小羊学富 三方原スク工ア

県立浜松工業高校 後媛会

杉田工業(株)

小笠原マル男(株) 

(社福)十字の圏

浜松市浜北区

(株)平野社団 

(資)横田輸

浜松市天竜区

秋葉山本ヨ秋葉神祖

(社福)天篭厚生会

天箆土建工業(株)

(保)梅林製材所 

(株)西村組

(株)いずよ建設

大右建設(株)

(有)綿谷土木

湖酉市

(有)中村造園

(有)碕松園 

(有)寿重植木

湖西動物病院

「 賛助会員(企業・団体)のお願い 冒
クリーンパンクの緑化活動・事業趣旨に御賛同、御協力くださる


企業・団体の皆様に賛助会員へのご加入をお願い致します。 


[年会費]1口5千円 

-ご加入の手続き 1;:1:グリーンパンジ事務局

TEL.054-254-1975までご連絡ください
。

.折り返し加入申込書を送り
ー

せていただきます。

圃入会はいつでも受付けています。

特 典  

クリーンバンクだより
オリジナルカレンター

嶋一同 uo~ 



企業・団体賛助会員 [順不岡 敬称略]・平成 23年4月1日~平成24年2月末日までに会費を納入いただいた会員です。 

E軍司書官軍用開n胃軍零ヨ・

静岡市葵区 (社 )県進国緑化協会

静罰市清水区 (株 )静岡銀行

;lf，津市 スルガ銀行(株)

湖西市
プライムアース 
EV工ナジー(紙 )

静岡市葵区 (株)静岡朝日テレビ

静岡市重量区
静岡県民共済

生活協同組合

渓松市中区 ヤマハ(株)

静岡市葵s: 静岡鉄道(株 )

静岡市枇司区 (株)静岡第一テレビ

静岡市懸河区 (株)夕、イワ

静岡市清水区 不二見造園土木(株)

磐田市 ヤマハ発動機(棟 )

浜松市東区 鈴木モーター販売(株) 

-E奮軍吉iR童書官漕胃軍雪軍国

下田市

丸三工業(株)

(株)後藤組

(社複)梓友会 

!fi伊豆五町 

(椋)愛樹園

(株)竹内組

木村進国(株)

河津町

東海建設(株)

南伊豆町

(株)南伊豆造園土木

(株)いしい林業

松崎町

土屋工業(株)

舶海市

厳原迦園(株)

青木建設(株)

西村造問(株)

伊東市

(稼済藤組 

(株)樋源  

(株)伊豆急ハウジング 

~ 1i0ll初日JCI?問

沼津市  

(株j櫨正直 

(有)緑香苑

羽野水産(株)

(社福)春風会 

(株)集組

商工組合中央盆庫 沼津支庖 

(株)大志建設

三島市

小野建設(株)

山本建設(株)

静岡コンサルタント〈株)

(株)武井造園

(有)石川鉄道程芭庖

中林建設(株)

(綜)ダイナ 

(株)鈴木工務活

力日々 見圏

(有)ワールドスタッフ

伺鴎甥市

(株)1¥ヤシ造園土木

(株)大綱造園

(社福)富岳会

福野市

大島造園土木(株)静岡営業所

伊豆而

昭和の森会館

青木興業(株)

天級建設(株)

今井建設(株)

伊豆の国市

土屋建設(株)

(有)伊豆絹物園

調水町

(有)アキモト造園

長泉町

(株)富士男国 

(有)正盟国

三島信用

(株)東平萄会

小山町

臼幸産業(株)

墓士宮市

(有)小林造園

赤;也造笥(株)

(株)佐野緑化 

(株)双葉グリーン

(祉福)宮土厚生会

佐野厳建設(株)

石川グリーンハウス

主開拓農業協同組合

富士市

(有) 窓園

天野園芸(株)

(有)常禁包

卜ーヨーケム(株)富士製造所

(株)怨石圏

(株)大松園

(株)小祢製作所

(株)富士植物園

京王製総(株) 

(株)スルガ 

(有)懇光 

(株)共立

士グリーンメンテナンス(株)

(有)やまもと趨芸 

(祉福)秀生会

土交通(株)

(社福)岳陽会 

(株)フジヤガパナンス

富士木材(株)

(株)繰宝薗

静岡市葵区

(株)森造園

(株)ひかり造盟

(株)スパジオシブタケ 

(株)インブル 

17マギン山本盾(有)

(有)飯田庭園

静岡トヨペット(綜)

みすぼ証券(株) 静岡支局  

(社)静岡県都市開発協会

静岡県土地区画室理組合連合会 

(株)静岡緑地建設

静岡県花の会連合会

(祉福)楽寿会 

(社)静岡県経醤者協会 

(財)静岡県銀行協会

なかの歯科医院

静岡魚市(株)

静岡県さくら¢会

(株)鈴木塗装工務后

静岡信用金庫

静鉄建設(株)

五光建該(株)

花菱建皇賞(株) 

(株)戸田建設工業

静清信用金輝

岡市葵区

(社)静岡県緑化挺進協会

望芳土木(株)

(株)白鳥建設

(株)力ワムラ 

(株)ふしみや

昭和設計(株)

(有)和興印刷

春長園緑化〈株)

(株)田丸屋本居

静岡観策(株)

商L組合中央盆庫静岡支盾

(株)天樋

静岡県道路手 IJ用者会議

静岡県木材協同組合連合会

静岡黒河川協会

静岡県港湾振興会

公益社団法人静岡県林業会議所

全国治水砂防協会 静岡県支都

(株)藤浪造園

(医社)恒仁会

静岡県広報協会

(株)トモグリーン・ケミカル

聖子村窓券(株)静岡支庖

岡市殴河区 

(株)彊研グリーン

(株)福泉

(株)小林土木緑化

静和工業(型車 )

静岡瓦斯〈株)

ソーアイ造園(株)

平和みらして棟)

贋林中央盆庫名古屋3z盾静陪推進室

宮士見環境緑化(株)

(株)アブライズ静岡支社

稲吉種苗(株)

日本レーベル印刷(株)

盟ヨゼフの園

(株)ABC

ポーラ化成工業(株) 静岡工場 

(株)東海軒

(株〕佐藤工務居  

(社)静岡県歯科医;師会

日成建訟(株)

木内建設(株) 

(検)青山工務庖

市川土木(株)

東海自動車工業(株)

佐野塗装(株)



財団法人静岡県グリーンパンク
静岡市葵区追手町9-18静岡中央ビル� 6階� 

TEL054-254-1975 FAX.054-255-6495 

URL: http://www.greenbank.or.jp 
E-mail: green-bank@greenbank.or.jp 

策目 
) 立

v縁

公

命

術

閣

時
開

ゆ四 

3
引

-目

立
抑

u 
s
t

川真

け
岨


写

川

例


紙
一一一
職一

表

知
明

u
周




